
こ

の

冬

、

最

初

の

寒

気

に

覆

わ

れ

た

12
月
１

日
、

京

都
市
・

都
ホ

テ

ル

京

都

八

条

を

会

場

に

山

名

会

の
役
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

山

名

会

も

コ

ロ

ナ

感

染

症

流

行

の

影

響

を

受

け

て

活

動

が

休

止

状

態

と
な

り
、

会

と
し

て
行

っ

た

催

し

の
最
終
が

、

令
和
元

年

11
月
の

但

馬

で

の
総

会

で

す
の

で

、

実

に

３
年
ぶ
り
の
会
合
に
な
り
ま
す
。

こ

の

間

、

コ

ロ

ナ

流

行

の

勢

い

が

弱

ま
っ

た

タ

イ

ミ

ン

グ

で

役

員

会

を

計
画

す

る

も

、

コ

ロ

ナ

流

行

が

ぶ

り

返

し

て

流

会

と

な

る

よ

う

な

事
が

何

度

か
あ

っ

た
後

に

、

よ

う

や

く

開

催

出

来

た

役

員

会

で

し

た
。役

員

会

に

は

常

任

理

事

は

じ

め

山
名
年
浩
・
宮
田
靖
國
相
談
役
や
、

会

場

近

隣

の

理

事

に

も

参

加

頂

い

て
、

総
勢

10
名
で

、

お

昼
を

挟
み

３

時

間

ほ

ど

の

予

定

で

実

施

し

ま

し

た

。

今

回

は
そ

の

概

要
を

ご

報

告
し
ま
す
。

３
年
間
の
空
白
期
間
を
経
て

先

ず

協

議

に

入

る

ま

で

に

、

令

和

元

年

の

総

会

以

降

の

山

名

会

を

取

り

巻
く

状

況

を
振

り

返

っ

て

見

た

り

、

会

計

状
況

の

報

告
を

行

い

ま
し
た
。

会
計
状
況

令

和

２

年

度

は

年

会

費

の

請

求

を

さ

せ
て

頂

き

ま
し

た

が

、

令

和

２
～

４

年
に
か

け

て

は
、

ま

っ

た

く

活

動

が

出

来

ま

せ

ん

で

し

た

の

で

、

令

和

３

と
４

年

度

は
年

会

費

請
求
を
一
休
み
し
て
い
ま
す
。

活

動

が

少

な

い

分

、

支

出

も

余

り

有

り
ま

せ

ん

で
し

た

の

で
、

会

計

残

高
と

し

て

は
、

現

在

の

と

こ

ろ
20

万
円

程
度
の
残

高
が

残

っ

て

い
ま
す
。
（
次
ペ
ー
ジ
表
参
照
）

報

告

事

項

の

後

は

、

昼

食

を

取

り

つ

つ
、

各
出

席

者

の

コ

ロ

ナ

期

間

中

の
過

ご

し

方
や

、

最

近

取

り

組

ん

で
い

る

こ

と
等

、

近

況

を

交

換

し

た
の

で

す

が
、

次

々

に

出

て

く

る

話

題

に

時

間

が

足

り

な

い

程

で

し
た

。

午

後

か

ら

は

、

役

員

人

事

と

令

和

５

年

の

活

動

に

つ

い

て

話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

役
員
任
期
の
再
延
長

現
役

員
の
任
期
は

令
和
２
年

10

月

迄

で
し

た

が

、

コ

ロ

ナ

感

染

症

の

影

響
で

総

会

実
施

が

出

来

ず

、

令

和
２

年

12
月

の

書

面
決

議
で

役

員

の

任

期

１

年

延

長

を

決

議

し

ま

し

た
。

そ

の

後

、

令
和

３
・

４

年
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３
年
振
り
に
山
名
会
役
員
会
を
開
催

全

國

山

名

氏

一

族

会

〒
667ｰ
1311
兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町

村
岡
区
村
岡
２
３
６
５
法
雲
寺
内

電

話
０
７
９
６
ー
９
８
ー
１
１
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
９
６
ー
９
８
ー
１
１
６
１

日
本
で
の
コ
ロ
ナ
感
染
症
流
行
が
深
刻
化
し
た
令
和
２
年
（

２
０

２
０
）

以
降
、
活
動
の
自
粛
を
し
て
き
ま
し
た
山
名
会
で
す
が
、

昨
年
の
12

月
に
よ
う
や
く
役
員
会
を
催
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
後
、

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
流
行
が
沈
静
化
に
向
か
い
、
山
名
会
の

活
動
も
旧
来
通
り
の
活
動
に
戻
れ
る
こ
と
を
願
う
次
第
で
す
。

12
月

Ｒ
４
年９

月

Ｒ
３
年６

月
12
月

５
月

３
月

Ｒ
２
年２

月

Ｒ
１
年11

月
こ
の
数
年
間
の
山
名
会
取
り
巻
く
状
況

役
員
会
開
催

出
席
者
10
名
。

役
員
会
開
催
を
計
画
す
る
も
、
第

７
波
到
来
で
、
中
止
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
流
行
に
よ
る
長
期

の
活
動
自
粛
の
連
絡
。

令
和
２
年
度
総
会
に
代
わ
る
書
面

審
議
実
施
。
山
名
蔵
手
拭
配
布
。

会
誌
「
山
名
」
第
７
号
発
行
と
配

布
。

令
和
２
年
度
の
会
費
集
金
。

山
名
会
役
員
会
中
止
。

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ
ン
セ
ス
号
の

横
浜
港
隔
離
。
以
降
、
全
国
各
地

で
も
感
染
者
確
認
。

第
26
回
山
名
会
総
会
実
施

出
石
・

城
崎
・
村
岡
を
周
遊
。
23
名
参
加
。

役
員
会
に
は
会
場
近
く
の

会
員
さ
ん
に
も
ご
出
席
頂

き
、
昼
食
を
挟
ん
で
３
時

間
ほ
ど
会
合
を
行
い
ま
し

た
。

会場の都ホテル京都八条

役員会ご参加の皆さん



と

活

動

自

粛

で

役

員

人

事

に

つ

い

て

の

協

議
が

出

来

ず
、

今
回

の

役

員
会
に
至
っ
て
い
ま
す
。

現

状

で

は

今

す

ぐ

の

役

員

改

選

は

難

し

く
事

務

局

と
し

て

は
、

現

役

員

さ

ん

に

次

期

総

会

ま

で

任

期

再

延

長

の

ご

無

理

を

お

願

い

し

た

と

こ

ろ
、

現

役

員

さ

ん

に

は

ご

了

解
を
頂
き
ま
し
た
。

今
後
の
活
動
に
つ
い
て

今

後

も

コ

ロ

ナ

感

染

症

の

流

行

は

直

ぐ

に

は

治

ま

ら

な

い

だ

ろ

う

と

の

認
識

の

も

と

、

出

来

る

範

囲

の
活
動
を
考
え
て
行
く
事
と
し
て
、

・
令
和
５
年
（
実
施
は
秋
以
降
？
）

か

ら

総

会

や

歴

史

探

訪

の

行

事

を
計
画
し
て
い
く
。

・

活

動
再

開

に

向

け

、

今

出

来

る

取

り

組

み

と

し

て

、

会

誌

「

山

名
」
８
号
の
発
行
準
備
を
進
め
、

令

和

５

年

度

中

の

刊

行

を

目

指

す
。

・

令

和

５

年

度

分

の

会

費

納

入

は

通
常
通
り
お
願
い
す
る
方
向
。

・

令

和

５

年

春

に

役

員

会

を

開

催

し

て

、

コ

ロ

ナ

感

染

症

の

流

行

傾

向

も

勘

案

し

な

が

ら

、

総

会

等

の

実

施

判

断

や

、

実

施

の

際

の
具
体
的
内
容
を
検
討
す
る
。

大

ま

か

で

す

が

以

上

の

よ

う

な

事

柄

を

確

認

し

て

役

員

会

を

終

え

た
次
第
で
す
。

毎

号

、

山

名

会

内

外

よ

り

好

評

を
得
て
お
り
ま
す
会
誌
「
山
名
」
。

山

名

会

活

動

再

開

に

向

け

て

、

「

第

八
号

」

発
行

を
計

画
し

て

い

ま
す
。

会

員

の

皆

さ

ん

に

は

会

誌

「

山

名

」

へ

の

ご
寄

稿

を

ど

う

か

よ

ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

寄
稿
テ
ー
マ
に
つ
き
ま
し
て
は
、

特

段

限
定

し

て

お
り

ま

せ

ん
。

一

度

ご

検
討

お

願

い
い

た

し

ま

す

。

（

詳

し

く

は
原

稿

募

集

の

別

紙

を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
）
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山名会の会計状況

期間：令和３年１月

～令和４年12月

常
任
理
事

副
理
事
長

理
事
長

山
名
会
役
員
任
期
延
長
（
次
期
総
会
迄
）

山
名

一
男
（
石

川
）

山
名

嗣
宣
（
赤

穂
）

太
田
垣
大
介
（
和
歌
山
）

山
名

正
史
（
広

島
）

草
山

宏
（
相
模
原
）

山
名

大
介
（
名
古
屋
）

山
名

靖
英
（
京

都
）

新会員のご紹介

横浜市 〇〇〇〇様 （源義光流佐竹氏）

久々の新会員です。まだお若い方ですが、「清和源氏手拭」が縁で山名会
の存在を知り、日本中世史に興味があるという事で入会頂きました。
皆様のお近くにも有望な方がありましたら、是非ご紹介ください

山
名
会
誌
『
山
名
』
第
八
号

原
稿
募
集

山

名

年

浩

前

会

長

様

が

、

長

年

執

筆

を

続

け

ら

れ

て

い

た

ご

本

が

11
月

に

完

成

し

ま

し

た

。

日

本

の

古

代

か

ら

現

代

に

い

た

る

流

れ

を

、

時

代

を

動

か

し

て

来

た

人

々

の

名

言

を

元

に
、

豊

富

な

図

面

や

資

料

と

共

に

丁

寧

に

説

き

明

か

し

て

く

れ

ま

す

。

ぜ

ひ

一

冊
お
手
元
に
・
・
・

発
行
：
吉
備
人
出
版

Ａ
５
判442

Ｐ

価
格3,400

円+

税

ISB
N

978-4-86069-696-2

山

名

嗣

宣

（
赤

穂

）

常

任

理

事

の

娘

さ

ん

で

、

塔

短

歌

会

会

員

・

山

名

聡
美
さ
ん
の
歌
集
『
い
ち
じ
く
の
木
』

が
２
０
２
１
年
に
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

同

歌

集

は

２

０

２

２

年

度

日

本

詩

歌

句

随

筆

評

論

大

賞

の

短

歌

部

門

大

賞

を
受
賞
さ
れ
た
評
判
作
の
よ
う
で
す
。

ご

興

味

の

あ

る

方

は

山

名

嗣

宣

さ

ん

（

会

員

名

簿

参

照

）

迄

ご

連

絡

く

だ

さ

い

。

幾

ら

か

お

手

元

に

在

庫

が

有
る
よ
う
で
す
。

発
行
：

砂
子
屋
書
房

Ｂ
６
判162

Ｐ

ISB
N

978-4-7904-1809-2
山
名
年
浩
前
会
長
の
大
著

『
日
本
史
の
変
動
と
名
言
摘
録
』
刊
行

『
い
ち
じ
く
の
木
』
山
名
聡
美
著

書籍紹介

掲載省略


